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＜連絡事項＞

· 通所スタッフ出入り口の床板（一部破損）の修理は終了しました。

· デイケア棟付近にハチ、アリが発生しています。被害のないよう注意を呼びかけると共に、殺虫剤等を発注し駆除する事。

＜外来情報＞

· 鈴木　恵美子様～血圧は安定している。ダイエットのため、バナナを半分だけ食べ、自宅（吹上）

から桜木町まで歩いて来ていると話す。

· 前野　義勝様～姉様が卵巣癌のため盛岡の日赤病院に入院中との事。自分も癌になるのではと心配し、不安に思っていたと話す。

· 柳町　信之様～主治医より、痔が痛いのであれば休んでもよいと言われたとの事。

＜利用者様情報＞

・小野寺　ノリ様（70）統合失調症　デイナイト利用中

昼食のレストラン移動の際、直前に移動時間の確認をしているが、1人時間前に移動し青風荘方

面へ向かっているところを発見している。本人に青風荘へ向かわれた理由を問うと、「お腹へっ

て、ご飯食べようと思って」と話す。デイナイトケア利用日の昼食はレストランで摂る事、移動

時間について再度確認すると、「あー、そうだったか、お腹空いたから」と答えている。

⇒午前のプログラム終了後には個別にレストラン移動時間の確認を行っているが、直ぐに忘れて「もう行っていいか」等と聞き返す事があるため、繰り返しの説明と見守りを継続していく。

・馬渡　武光様（66）統合失調症　デイナイト利用中

昼食後の食器片付けの際、残飯入れより拾い食いされる事あり。その場で衛生面、マナーの点

からやめていただくよう注意しているが、「はい、すみません」と笑って立ち去っている。

⇒その都度声掛けし、面談等を通し定期的に衛生面について説明していく。

・鈴木　恵美子様　（58）　知的障害・統合失調症　デイケア利用中

　　　5/16他メンバーとの物品のやり取りが見られており、メンバー間でのトラブルの可能性もある

ため、スタッフ立会いのもと返却していただいている。

⇒・指導に対して‘悪い事をした’という認識・理解の乏しさがある為、問題発生時の声掛けや随時面談を行っていく。

　　　・メンバー間のトラブルが置きそうな時は、職員が介入しやすい場に配置しフォローする。

・柳町　信之様　（50）　統合失調症　　ナイトケア利用中

　　　昨日、電話にて状況確認している。肛門痛はまだ続いており、「傷があって痛い」と話す。食

事はきちんと摂れているとのことで、日中に顔だけでも見せるようにとの助言に「そうですね」

と答えている。うみねこ幸房利用時は、「便が硬い」と訴え聞かれているとの事。

　　⇒　今後も適に本人に連絡を取り、状況確認をしていく。

・巴　　勇樹様　（27）　統合失調症　デイケア利用

本人様よりうみねこ幸房利用希望聞かれており、デイケアにてチラシの裁断作業を通じた作業

遂行能力の評価を行っている。

⇒評価開始から約2週間経過しており、現状での作業能力や評価について経過報告書を作成し、5/20三川神経内科定期受診時に主治医へ持参していただくよう保護者へ依頼する。

＜青山荘入所中デイケア利用者様　情報交換＞

田澤　勝敏様（58）統合失調症　デイケア利用

· 青山荘より情報提供

青山荘退所（11月頃の予定）に向け、保護者（弟・次男、十和田市在住）、保健所と連絡調整し、1週間ほどの外泊訓練を行う予定。その際、青山荘スタッフも自宅近くに宿泊し、日中生活状況の確認、援助行うことを検討しているとの事。

· 金銭面

年金の他、保護者から6万円程の援助がある。本人も無駄遣いするようなことはない。

· 自宅の状況

自宅は本人が建てたものだが、本人が青山荘入所前より同居していた弟（三男）が現在も居住

している。青山荘入所に至った経緯として、この弟からの金銭の無心、飲酒による暴力等のト

ラブルがあるため退所後の同居は困難と思われる。

· 退所後の生活

外来はむつ総合病院。日中の生活の場として、むつ市保健所デイケア（月2～3回程度）、小規

模作業所と受け入れ先が乏しく、日中自宅に篭りがちになる事が予想される。

※　弟・三男は現在無職、生活保護受給中。現在も飲酒して暴れたり、他者へ怪我を負わせる事があり、生保担当者が生活指導中。これまでの経緯から本人との同居は困難、市営住宅への移住も検討しているとの事。

　○デイケアでの様子

プログラムへの参加は、スタッフ、メンバーからの声掛けにより受動的に参加する場合が多い。また、余暇時も読書をしているか、ぼんやりと独りで過ごす事が多く、周囲のペースに合わせたり、時間を決めて物事を行うことに不満を漏らすこともある。

対人面ついては、青山荘に入居している特定のメンバーとのやり取りが時々見られる程度である。また、言語不明瞭であるため、内容が相手にうまく伝わらず会話が成立しない事もあるが、本人は「全く問題ないです。誰とでも話できます。」と自己評価は高い。本人にとって必要最低限の要求は今のところ出来ている。

　　

